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位置図
事業箇所：青森県青森市浪岡大字北中野地区
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事業概要

融流雪溝整備箇所

平成30年度 ～

総事業費 5億2,810万円

融流雪溝
延 長 約 3.6ｋｍ

事 業 概 要

事業年度



融流雪溝構造図

施工完了 止水板
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取水位置
夏場に農業用水として使用する水を冬場に融流雪溝として使用する。

関根頭首工 全景写真

＜取水位置＞
関根頭首工
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事業の進捗状況

融流雪溝整備箇所（整備済）

融流雪溝整備箇所（整備中）

融流雪溝整備箇所（未整備）

実 施 内 容

平成30年 概略設計

事 業 進 捗 状 況

年 度

令和元年 詳細設計

令和 2年 詳細設計、融流雪溝 60ｍ

令和 3年 融流雪溝 192ｍ

令和 4年 融流雪溝 182ｍ

融流雪溝 247ｍ（予定）令和 5年



費用便益の算定【1/3】

①歩行者空間の増大

◆事業の効果について

住民が路肩の寄せ雪を融流雪溝によって処理する
ことにより、整備前には存在しない歩行者空間がで
きることから、その路肩部分を道路拡幅に伴うもの
として仮定し、その整備費用を便益として計上。

②除排雪労力の軽減

家の前にある融流雪溝に投雪できることで、除排
雪の作業時間及び人数が低減されることから、その
労力を人件費として金額に換算し、便益として計上。

③走行時間の短縮

融流雪溝により車道の雪が無くなることから、走
行車両の速度が上がり、移動時間を短縮できること
から、その短縮された時間を金額に換算し、便益と
して計上。

イメージ

※「消流雪用水導入事業評価マニュアル(案) 平成16年3月 国土交通省 東北地方整備局」



Ｂ ： 便益の現在価値　(①＋②＋③)

①

②

③

便益3の算定条件となる交通量について

　換算し、交通量として採用した。

Ⅽ ： 費用の現在価値　(①＋②－③)

①

②

③

便益1：歩行者空間の増大

便益2：除排雪労力の軽減

便益3：走行時間の短縮

事業費：工事費、測試費、補償費、事務費

維持管理費

※区域通行回数 ＝ １世帯当たり車両使用回数 × 区域世帯数

＝ ０．８８９

費用便益比(Ｂ/Ｃ)

残存価値

　　北中野地区は全路線が生活道路であることから、整備対象地区内でアンケート

　調査を実施し、車両保有台数及び利用回数を調査することで区域通行回数※に

＝
費用の現在価値(Ｃ)

便益の現在価値(Ｂ)

＝
４８７百万円　＋ １２百万円　－ １２百万円

４３３百万円

費用便益の算定【2/3】



α ： 地方生活圏別地域修正係数

標準的な費用便益比に、地域補正係数（青森地区＝1.404）を乗じて算出

＝ １．２４８

　　参考文献　：　 道路整備事業における県独自の費用便益分析実施要項

令和2年3月版　　青森県県土整備部道路課

修正費用便益比
(Ｂ/Ｃ×α)

＝ 　費用便益比(Ｂ/Ｃ) 　×　地方生活圏別地域修正係数(α)

＝ ０．８８９ ×　１．４０４

１．２４８

費用便益の算定【3/3】
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今後の対応方針について

令和６年度 ～

今後の整備内容

融流雪溝整備 約 3.0ｋｍ

融流雪溝整備箇所（未整備）



ご清聴ありがとうございました


